
特別の教科道徳　第２学年　　本時の指導計画例
	教材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	３　「　遠足で学んだこと　」
	[bookmark: _heading=h.gjdgxs]「みんなちがって，みんないい。」という言葉の意味を考えることを通して，異なる個性や立場を尊重し，寛容の心を持って相手の生き方に謙虚に学ぼうとする態度を育てる。（B　相互理解，寛容）
	　（　１　/　１　）

	

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	授業評価
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　人それぞれに異なる見方や考え方があることを理解する。教科書P.20の「ホトケノザ」の写真を見て，どのような印象を受けるか。

	


・写真から受ける印象を互いに自由に発言させることで，様々な考え方があることを実感させる。
	
	

	展
開
	２　「遠足で学んだこと」を読んで話し合う。
「ぼく」が「みんなちがって，みんないい。」という言葉を思い出したのは，どのような思いからだろう。



３　自分とは異なる相手の良さから学んだことを生かすためには，どうしたらよいか話し合う。
自分とは異なる相手の良さから学んだことを生かすためには，どうしたらよいだろう。



	


・お互い自分の意見を譲らなかったのに，仲直りできたことを押さえ，それは相互理解によることだということに気付かせる。



・教材から学んだことを参考にして，人と人との関わり方について考えさせる。
	・認め合い，相手の良さから学ぼうとする謙虚さが大切であることについて，自分の生活経験を基に振り返ることのできる発問構成だったか。
	②場面絵を大型テレビに映しながら範読する。
③中心的な発問の前に，互いに意見を譲らずいつの間にか仲直りできていたのはどうしてかを考えさせてから，生徒一人一人にねらいとする道徳的価値について考えたことを話し合わせる。

	ま
と
め
	４　本時のまとめをする。
	・他者と共に生きるという自制を伴った気持ちで判 し行動することの大切さについて，自分事として考えさせる。
	
	　


[bookmark: _GoBack]
※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

